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（３）農政局と富樫氏の見解の相違の理由は、既存の水供給能力の認識の違いが大きい。 

 

 

（４）まとめ 
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≪遠藤崇浩氏講演：「カリフォルニア水銀行における生態系のための水確保の仕

組みと実績」≫ ※大阪府立大学現代システム科学域・准教授  

 

（１）市場の活用 

〇ダム建設などの科学技術。工学的対応（Hard-Path）と制度的対応（Soft-Path）を活用

する。すなわち、渇水への対応には、水利権の恒久的な変更（水利権が没収されるリス

クを無くす）ではなく、一時的な転用を、中央統制的ではなく、市場を通じて行うこと

が有効である。 

 

※異常渇水時には、既に関係者が集まって水の融通を行っている。これに市場的な要素を

加味する方式を導入する工夫を行う。 

 

 

 


